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シリーズ

寺脇利信 I・新井章吾 2: 29.新潟県粟島南東岸・小柴山地先

の小型ブロック設置地点、

はじめに

本シリーズでは新潟県粟島について過去に 2回の藻場の

景観模式図を報告した。粟島では，南東岸の小柴山地先に

おいて水深 1""8mでイソモク Sargassumhemiphyllum 

(Turner) C. Agardh.ヤツマタモク S.patens C. Agardh. ョ

レモク S.siliquastrum (Mertens ex Roth) C. Agardh. ノコ

ギリモク S.macroca中umC. Agardhが帯状分布し，一方，

牧平西岸の地先において水深4mまで，牧平北岸の地先にお

いて水深6mまで， ともにイワガキおよびイガイ等の固着動

物なども基質として小型海藻類が優占し，それ以深ではノコ

ギリモクが優占し，地形的凸部の瀬または砂がかりの礁では

ツルアラメ Eckloniastolon砕raOkamuraが混生した(寺

脇・新井 2004)。粟島東岸の離岸堤の傾斜の緩やかな基面で

は，波当たりの強い沖(東)向面においてイワガキを基質と

して水深O""lmで一年生のアカモク S.horneri (Turner) 

C.Ag紅 dhおよびワカメ Undariapinnatifid包(Harvey)

Suringarが，水深 1""3mで多年生のイソモクが優占した

が，静穏な岸(西)向面においてイワガキがほとんどみられ

ず，水深O""lmでアカモクおよびワカメ. 1 "" 1.5 mでイ

ソモクそして1.5""2 mで多年生のジョロモク Myagropsis

図 l新潟県粟島の概略位置

myagroides (Turner) Fensholtが優占した(寺脇・新井

2007)。

今回は，新潟県粟島南東岸・小柴山地先において，自然の

藻場の景観および小型プロックを設置して得られた結果につ

いて，観察する機会を得たので報告する。

29.新潟県栗島南東岸・小柴山地先の小型ブロック

設置地点

現地の概要と方法

粟島は，新潟県岩船郡地先の沖約 20kmの本州日本海沿

岸中北部に位置し，南北 8km. 東西2kmの細長い形で，

日本海沿岸海域では比較的大きな島である(図 1)。粟島東

岸の岩礁域ではホンダワラ類藻場がみられ，イソモクが水

深0.4""0.7mで優占し，それ以深ではヤツマタモク，ヨレ

モクおよびノコギリモクへと優占種が変化する(寺脇・新井

2004)。

1993年6月14日に，粟島南東岸・小柴山地先の水深8

""9mの砂混じりの岩石・醸域のホンダワラ類藻場内におい

て，一辺50cmの方形枠を用い，砂面からの比高別に優占

種の最大藻長を測定した。加えて，今回の観察時の 2年前の

N 

1 km -



2 

ノコギリモク

ヤツマタモク/ 6.4 

7.6 

8.0 

8.2 

8.4 

8.6 

7.8 

6.8 

7.0 

7.2 

7.4 

6.6 

水
深
(

m

)

小型ブロック

新潟潟県粟島南東面の小型プロック設置地点における藻場の景観模式図(1993年 6月)図2

まとめ

1993年6月 14日の観察では，新潟県粟島南東岸・小柴

山地先の水深 8'"'"'9mの砂混じりの岩石・醸域のホンダワ

ラ類藻場内で，長径 50cm以上の石において比高 30cm以

上ではノコギリモクが優占し，比高20cm以下ではヤツマ

タモクが優占した。また，砂面からの比高20cm以下の位

置に 2年前に設置された直径 30cmの小型ブロックでは，

表面に加工された凹部に，発育段階があまり進んで、いないノ

コギリモクおよびマメタワラ等のホンダワラ類幼体が多数生

育していた。

1991年7月 19日に，上面が砂面からの比高 20cm以下の

位置に，筆者らによって設置されていた直径 30cmの小型

ブロックについても，ホンダワラ類幼体の生育状況を観察し

た。

注目点

新潟県粟島南東岸・小柴山地先の水深 8'"'"'9mの砂混じ

りの岩石・醗域のホンダワラ類藻場内で，長径 50cm以上

の石において比高 30cm以上ではノコギリモクが優占し，

比高20cm以下ではヤツマタモクが優占した。また，砂面

からの比高 20cm以下の位置に 2年前に設置された直径 30

cmの小型フやロックでは，表面に加工された凹部に，発育段

階があまり進んでいないホンダワラ類幼体が多数生育してい

た。

粟島に関しては藻場の全体的な分布状況 (Hayashi2002) 

に加え，東岸の自然岩礁において水、深0.4'"'"'0.7mでイソモ

結果

新潟県粟島南東岸・小柴山地先の小型ブロック設置地点、に

おける藻場の景観模式図を図2に示す。

自然海底:長径50cm以上の大きさの石では，下面を無節

サンゴモ類が優占し，上面にのみ直立海藻類が生育し，長期

間にわたり反転・転動した形跡がみられなかった。それら長

径 50cm以上の大きさの石において，比高 30cm以上では

安定な環境に生育するノコギリモクが優占していたが，砂面

からの比高が20cm以下ではやや砂の影響を受ける不安定

な環境に生育する多年生ホンダワラ類のヤツマタモクが優占

した(図 3a)。

小型ブロック:小型ブロックでも，下面には無節サンゴモ

類が優占し，上面にのみ直立海藻類が生育し，設置されてか

ら今回の観察までの 2年間に反転・転動した形跡はみられな

かった。それら小型ブロックにおいて，主にアワビ稚貝が生

息することを想定して表面に加工されていていた凹部に，発

育段階があまり進んで、いないノコギリモクおよびマメタワラ

等のホンダワラ類幼体が多数生育していた(図 3b)。



クが優占し，それ以深ではヤツマタモク， ヨレモクおよびノ

コギリモクに優占種が変化することが知られている(寺脇 ・

新井 2004)。また，架島地先の水深 8'"'-'9111において砂泥

底ーから離れた安定な岩盤であれば基本的にノ コギリモクが優

占する(図 4)。

これに対して，本観察地点では砂固からの比高 20CI11以

下の自然海底の岩においてヤツマタモクが生育することによ

り，基本的な垂直分布の順序関係が局所的に逆転した藻場の

景観となっている。粟烏地先では，水深とともに光到達量が

小さくなり，かっ，物理的に安定な環境条例二で・ある場合には，

海藻選移の後期に位置するノコギリモクが優占する。 しか

し，本観察地点では，砂面からの比高 20CI11以下においては，

砂の影響により物理的な環境条件が不安定化するため，垂直

分布てで、はi浅主所側で優占するヤツマ夕モクがノ コギリモクに替

わり再び

垂直分布のj浅英所側で優占した種類がj深楽所におけるl砂沙の影墾響:f i 

の強い条件下に生育が確認認、された事例としては，自)'iI11湾 ・J反

団地先においてクロメ E.kurome Okal11uraが優出する深所

の砂の影響の強い比高の低い場所において，主に浅所に生育

するマメタワラやヤツマタモク等のホンダワラ類が生育する

ことが報告された(寺脇 ・新井 2001)。坂田地先では亦ンダ

ワラ類とアラメ ・カジメ類という異属の極聞の関係であった

が，本r6~察地点ではヤツマタモクとノコギ リモ クという 同 じ

ホンダワラ属内の種聞の関係においてより微妙な環境条件の

差異による事例が把握されたと考えられる。

ヤツマタモクは海面での網養殖に より l年目に 50CI11に

達し成熟した(寺脇ら 1983)。屋外水槽での栽培により ，瀬

戸内海産のノコギリモクは 2年目に主枝が伸長し韻長 83CI11 

に達して成熟したが，同じ水槽|大lにおいて日本海産のノコギ

リモクは 3年目に主枝が伸長し始め 4年目にようやく 39CI11 

3 

に達するなど生育が遅かった(寺脇ら 2007)。観察を行った

6月にはヤツマタモクおよびノコギリモクとも成熟期(道家

2004)であり ，小型ブロック上に見られた幼体は発生後 1'"

2年を経過した説体であった。本観察地点の砂面からの比高

の小さい比高 20CIl1以下の位置に設置された直径 30CIl1の

小型ブロックでは，砂の強しミ!~多響によって ， ノコギリモクの

みならずヤツマタモクであっても，生残において厳しい条件

であることに加え，生長速度が遅くなるため，両種とも発育

段階があまり進んでいない幼体であったと考えられる。

iiWJ間帯に群落を形成する ヒジキは主に岩礁面の凹部や微小

なオーバーハング部に着生 していることが知られている(新

井 ・新井 J983)。本観察地点においてホンダワラ類幼体が小

型ブロックの表面の凹部に多数が着生していることから，要

因ではヒジキに対する乾燥と本地点における砂の作用という

違いがあるものの，ホンダワラ類の生育を制限する要因の条

件が緩和された部位で謀体が生残しやすいという点におい

て，共通する現象である可能性が示唆された。
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医13 新潟潟県架j;h南京国の小型プロック設置地点、における説場の景観 a 自然海底(長径 SOcm以上の石)で繁茂するホン
ダワラ類の務体， b 小型フーロック(長径 30cm) に生育するホンダワラ~:r!の幼体。
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図 4 新潟県岩船郡栗島の方位別地先における藻場の景観模式図(寺脇・新井 2004)
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